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【目的】

　 粘 液 細 菌 は デル タ プ ロ テ オ バ クテ リア綱 の
一

群 で あ り、様 々 な 抗 生物質や 生

理活性物質 を 生 産す る こ とか ら産業的 に有用 な微生物 と して 注 目され て い る 。 し

か し、他 の 有機栄養細菌 と 比較して 、 自然界か らの 分離 、 培養が難 し く 、 生態 学

的研 究 の 歴史 も浅 い とい うの が現状で あ る 。 こ れ まで 、 粘液細菌は 一
般 的 に陸 生

細菌 と され て きた が 、 最近で は 、海洋 ・ 温泉環 境 か らも分 離 され て い る 。本研究

で は 、 新た に 土 壌環 境よ り分 離 した粘液 細菌分離株の 新規性 ・多様 性 の 有無 を確

認 す る こ とを 目的 と して 、 分類学的特 性評 価 を行 っ た 。

【方法】

　 土 壌 か ら新た に分離 さ れ た粘 液 細 菌 45 菌株 を使 用 し た。 これ らの 菌体 DNA

抽 出液 を調製 し、 これ を鋳型 と し て 16S 　rDNA の PCR 増幅 を行 っ た 。
　 PCR 産物

を精製後 、サ イ クル シ ー ク エ ン ス 反 応 を行 い 、 フ ァ ル マ シ ア ALFexpre ∬ DNA

シ ー ク エ ン サ
ー

で 解析 した 。 得 られ た 塩 基 配 列 を 編 集 し 、 BLAST 　Homology

Searchによ りデー タベ ー ス 上 の 配 列 デー
タ と比較 した 。 既知 の類似配列 と と も に

CLUSTAL 　W を用 い て 多 重 ア ライ メ ン トを行 い 、近 隣結合 法 に よ る系 統 樹 を作 成

した 。 作 成 した 系統樹 と形 態学的 特 徴 を参考 に 12 菌 株 を選択 し、 特定の tRNA

を含む 16S−23S　rDNA ス ペ
ー

サ
ー

（ITS ：internal　transcribed　spacer ）領 域 を対 象 と

す る 塩基 配列 の PCR 増幅を 行い 、　 ITS の 多型性 を解析 した。

【結果 及 び 考 察 】

　 16S　rDNA の 塩基配 列 に基づ く系統 樹よ り、 44 の 試験菌株が 99％以 上 の 相 同性

で Po！yangium（”SOrangium ”

）cellulosum に近 縁 で あ る とい う結果が得 られ た 。 ま

た 、細部 に お い て は 、 少 な くとも 2 つ の ク ラス タ ー が 認 め られ た 。 しか しな が ら 、

こ の 系 統 解析 結果 と形態 学的特徴 と の 間 に は 、 明確な 関連性 を見 い だせ なか っ た。

ITS 領域の PCR 産 物 を電 気泳 動 した結 果、全 て の 菌株 に対 して 600　bp 付 近 と

300bp 付近 にバ ン ドが見 られ た 。 現在、 こ の バ ン ドを切 り出 し、 シ ー クエ ン ス

反応 に よ る解析 と ITS 　PCR 産 物の ハ イ ブ リ ダイゼ ー シ ョ ン法 に 基づ く解析 を試

み て い る 。
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